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???本稿の概要?
本稿はロールプレイや場面を想定したインタビューからではなく，実際場面?の録画資料
と協力者へのフォローアップ・インタビュー?ネウストプニー????，ファン ?????によって，
調査場面での具体的な日本手話話者の調整行動とその背後にある意識を探ろうとする点を
特徴としている．?
日本手話話者の言語行動をあつかった先行研究はいくつかあるが，プロダクトとして表
層に現れる部分が音声日本語話者と比較してどのように特徴的なのかが指摘される一方，
日本手話話者間のやりとりでどのような言語行動が観察されるのかといった記述的研究は
少なく，意識にまで踏み込んで言及しているものはみられなかったが，近年では手話言語
の相互行為場面への注目が集まってきている．これまでの研究には技術面での課題を解決
しようとする試みが多く見られ一定の成果を出しているが，調査方法の問題点や課題につ
いての議論はあまりされていないように思われる．そこで本稿では実際場面と当該の会話
参加者へのフォローアップ・インタビューを相互に参照しながら，??これまでの先行研究
に見られる方法論上の問題点を批判的に検討し，??筆者自身の調査資料を参照しながらフ
ォローアップ・インタビューという方法論が調査場面へどのようなフィードバックができ
るかを考え，調査場面の中でどのような言語管理プロセスが働いているのかをみていきた
い．?
?
???先行研究?
日本手話話者の言語行動についての研究は小薗江・芳仲??????，宮本・平川??????が挙げ
接触場面と言語管理の学際的研究 
???
られる．両者に共通しているのは，? つめは音声日本語話者と日本手話話者とでは言語行
動に差異が見られるという指摘である．小薗江・芳仲によれば，要求・注意などを音声日
本語話者が完全な文の形ではなく途中で止めたり間接的表現をしたりするという暗示的な
方法によって表示するのに対して日本手話話者?ろう者?は明示的に表示するという．宮
本・平川の研究はこの成果を検証するものであり，調査協力者に①「会議の場に部外者が
入ってきた場合に何と言って断るか」，②「前日に来ないと言っていた人が当日会場に現れ
たときにどのような質問をするのか」という ?から ?コマの漫画を見せ，空白の吹き出し
に自分ならどのような台詞を入れるかをインタビューによって調査している．宮本・平川
の研究でも日本手話話者がより直接的表現を用いて明示的に要求・注意を表示することが
わかっている．また面識の有無が表現選択に影響していることも示唆された．? つめは，
日本手話話者が同じ日本手話話者に対してどのような言語行動をとるのか，という点に焦
点が当てられていることにある．行動の背景にある意識にまでは触れられていないが，こ
れは同一のスピーチ・コミュニティ内でのやりとり，すなわち内的場面???????? ????????????
???????????????における日本手話規範の一端を示す成果がでていると考えて良いだろう．?
こういったインタビュー形式での調査が行われる一方で実際のやりとりを扱った研究
はまだまだ少ないのが現状だが，寺内・長嶋??????は会話場面の録画資料分析から話順交
替時に日本手話話者が視線や手形などを使って様々なシグナルを表出し，やりとりをコン
トロールしていることを明らかにしている．また菊地??????は日本手話話者と日本語話者
との会話場面において，日本手話話者がどのような言語管理を行っているのかの一例を示
し，手話言語の接触場面研究，言語管理研究の重要性を指摘した．?
先行研究に共通して見られる特徴としては，「日本手話話者間のやりとり＝内的場面」
を扱っているものの数が圧倒的に多いことが挙げられる．内的場面はすでに触れたように
同一のスピーチ・コミュニティ内の場面であり，その中にいるメンバー間でのやりとりに
は共通した規範や理解が形成されている．先行研究において内的場面が研究の対象とされ
てきた理由は，ここにあるのではないかと考えられる．すなわち共通の基盤によるやりと
りはある意味で理想的な会話，あるいは確固たる日本手話会話として象徴化されており，
そういった場面を扱うことによって日本手話の言語的，相互行為的側面をより明確に示す
ことができるのではないかという意図があるように思われる．しかし研究対象となる場面
が内的場面であるということは，必ずしも理想的な会話が展開されることを担保しない．
調査場面が調査者によって操作され限定された場面であることを認めるならば，調査の導
入手順などに明らかな過失があったことが協力者のより強い留意を引き出す結果になって
しまう可能性も含め，その場面が調査協力者によってどのように認識され，その認識がや
りとりにどんな影響を与えていたのかを検討する必要があるはずである．?
?
???調査概要と分析の枠組?
ここでは，本稿での調査手順と分析の枠組について導入していく．?
?
????調査協力者?
調査協力者の簡単なプロフィールを以下に示す（表中の ??は ???????の略記）．?
?
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表? ???調査協力者のプロフィール?
 性別 年代 備考 
???? 男性? ??代? ???とは専門学校からの友人．?
???? 女性? ??代? ???とは聾学校からの友人．?
???? 女性? ??代? ???とは聾学校からの友人．???とは夫婦．?
???? 男性? ??代? ???とは専門学校からの友人．???とは夫婦．
?
??の ?名はいずれも友人同士で付き合いが長い．また ???と ???は夫婦である．?
?
????調査のセッティングと手順?
調査は ???? 年 ?? 月 ?? 日?土?と ?? 月 ?? 日?日?の ? 回にわけて行った．? 回目の調査で
は会話の録画を行い，?回目までの間に録画資料を文字化した．?回目の調査ではそれを元
に個別のフォローアップ・インタビューを実施した．録画では図 ? に示すような配置で協
力者に座ってもらい，正面方向にカメラを設置した．? 回目の調査でのペアは以下の表 ?
の通りである．左に付したローマ数字は調査を行った順番を示している．?
?
表? ???会話のペアと設定された話題?
?
ペア 話題 録画時間 会話のおおまかな様子 
Ⅰ? ?????????? 好きな食べものは？ ??????? ??? の発話時間が比較的長く，??? はそ
れに対するコメントを述べることが
多い．?
Ⅱ? ?????????? 明日の予定は？? ??????? ??? の発話時間がかなり長い．沈黙は
終盤に数回長めの沈黙ができた他は
ほとんどなかった．?
Ⅲ? ?????????? 最近見た映画は？? ??????? 両者の発話時間は同じ程度だったが
長い沈黙がかなり多い．?
Ⅳ? ?????????? 連休は何をしてた？ ??????? 両者の発話時間は同じ程度．手話の表
示速度はややゆっくりだが沈黙はほ
とんどなく会話が進行している．?
接触場面と言語管理の学際的研究 
???
図? ?：録画調査での参加者とカメラの位置関係?
?
?回目の調査では，会話をしてもらうに当たって表 ?のように各ペアに話題を設定した．
話題は調査開始前にくじで決定している．調査者が事前に友人同士の会話で話題になりや
すそうなものを考えて用意しておいたものだが，このペアにはこの話題で話をして欲しい
という具体的なイメージに基づいたものではない．文字化は菊地??????での枠組を用いて
いる．詳細については参考ウェブサイトの ? を参照されたい．?
分析の際の主たるリファレンスとなるフォローアップ・インタビューは ? 週間後の ??
月 ?? 日?日?に行った．??? では，調査者と協力者とで録画データを参照しながら進めた．?
?
????フォローアップ・インタビュー?
本稿では会話参加者の意識を探る手段としてフォローアップ・インタビュー?以下 ????
を採用する．??? は「調査対象者の実際の行動に伴う認知プロセスを意識化し，言語化す
るための方法論」で「録音・録画で反映されない対象者の調査時の意識や考えを明らかに
しようとする目的で行われ，調査データを質的に補足する」ものである?ファン ?????．す
でに ????で触れた先行研究では，調査者が設定した場面で調査対象者がどのような言語行
動をとるのかをインタビューによって調査するという手続きが取られていた．この手続き
によって日本手話話者の言語使用意識の一端を明らかにはしているが，実際場面の記録・
観察から，当該の場面において参加者がどのような言語行動をどのような意識に基づいて
選択したのかをさらに詳細にみていく必要があろう．?
?
????分析の枠組?
??????言語管理理論?
言語管理理論??????????????????????????????????????????ネウストプニー? ?????は，様々
な言語使用場面における参加者の行動を，一連の言語管理プロセスとして理解するモデル
を提示している．理論に依れば言語管理プロセスは以下のように複数の段階を持つもので
ある．?
?
??? 参加者の持つ規範からの逸脱?
?
??? ??
←カメラ 
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???
??? 逸脱への留意?
??? 留意された逸脱に対する評価?
??? 逸脱に対する調整の計画?
??? 逸脱に対する調整の実施?
?
人間の言語行動には段階があり，例えばひとつの問題を解決するために複数の調整が試
行される可能性，また実施された調整が同じものだとしてもその要因が異なる可能性があ
る．したがって本稿では実際に表層に現れた調整行動????逸脱に対する調整の実施?を手が
かりとして，その調整行動が何に対するものだったのか????逸脱への留意?に焦点をあてて
議論を進める．すなわち，表層にあらわれた行動のバリエーションだけを問題にするので
はなく，その要因となったコミュニケーション上の問題を関連させて取り上げていく．?
?
??????調整行動?
本稿で扱う調整行動の概念は言語管理理論に負っている．先に述べたように言語管理理
論では，人間の行動を ??参加者の持つ規範からの逸脱，??逸脱への留意，??留意に対する
評価，??そこから派生する調整計画，??そして実際に表層に現れる調整実施の ? 段階から
なる一連の言語管理プロセスとしてとらえる．例えば「知らない語彙の出現」が逸脱とし
て留意，否定的に評価されると，いくつかの選択肢の中から「聞き返す・確認する」とい
う行動が調整としてまず計画される．ただしこの計画が実施されるかどうかは当該のやり
とりの状況によって変わってくるため，場合によっては実施にまでは至らないこともある．
また調整は当該場面中に実施されるとは限らず，知らない語彙が出現した時は必ず聞き返
すようにする，わからなかった語彙は後から辞書で調べる，または他の人に聞くといった
事前・事後の調整も含まれている．?
上述の宮本・平川??????の研究で扱われていた「日本手話話者の言語行動にはどのような
特徴があるのか」という問いは，調整という概念によって次のように説明することができ
る．すなわち「会議中に部外者が入ってきたことが問題として留意され，断るという調整
行動が計画されたとして，あなたはどのような表現を選択しますか」という問いである．
より一般化して言うならば「特定の逸脱・留意に対する調整をするときに，ろう者はどの
ような言語表現を選択するのか」ということになるだろう．このように先行研究で設定さ
れていた問いは，言語管理プロセスという視点で捉え直すことで段階を経たより具体的な
問いとして再構成されることになるが，問いによって焦点化され明らかになるのが表層に
現れてくる言語表現，つまりプロダクトであることも同時に明確になる．? ?
?
???分析と考察? ?協力者への ???から?
 以下では主に協力者への ???から，調査協力者が自身の言語行動についてはっきりとし
た意識を持っていたものを取り上げて分析をすすめる．????では調査場面であることが参
加者のやりとりに影響を与えてしまった事例を取り上げ，調査のデザインへのフィードバ
ックを考えてみたい．????では調査協力者がどのような規範に基づいたやりとりを行って
いたのかを考えたい．?
?
接触場面と言語管理の学際的研究 
???
????調査場面であることがやりとりに影響したもの?
??????普段の話し方との違い?
設置したカメラに何度か視線を向ける様子が見られた．これは ???に顕著だったが，???
では調査協力者 ?人ともが少なからず「カメラが気になった」「調査協力という経験が初め
てで緊張した」ことを報告している．?
ペアⅢ?? ??????? の会話では，開始してしばらくは ??? がカメラに視線を向け，体を頻繁
に動かし，これを ??? が「意識しすぎだよ」と指摘する場面が何度かみられた．?
文字化資料? ?：ペアⅢ? ??? と ???の会話?
?? ?? ??? ?? ?? ??? ?? ?? ????? ????? ?? ?? ??? ?? ?? ??? ?? ??
? 体を動かすす ?? ・
・ ??
??カメラ
? ? 始まる
N ?
L
よびかけ
?
・ 体を動かす┐
│ 最近┐ ????????
│ │ ??? ??
│ ┘ ?
│ 見る
│ 面白い
│ 映画
相手の動
きを止め
ようとする
N、┘ ある
何
? ある
??? ?? ?
??? ???
? ?? ??? ?? ???? ? ???? ??
?
???と ???はこの点についてはそれぞれ以下のように報告している：?
?
????? ?夫婦だからやりにくかった．普段から家で話しているのでネタがな
い?笑?．?
?
????? ?最初の?ペアⅢ ?? ????????はカメラで撮られるのが初めてだったし調
査に協力するのも初めてだから緊張していていつものような会話で
はなかったと思う．?
?
またペアⅢでは長い沈黙が多く見られ，これは終了までほとんど変わらなかった．ただ
し，???の意識は最後に行ったⅣ????????? ではだいぶ薄れてきたようで，カメラを直視する
回数はかなり減少している．このペアⅢとペアⅣとでの意識の変化については ???の終わ
りに以下のような感想を報告してくれた：?
?
????? ?この時?ペアⅣ????????? を指して?はだいぶ慣れてきていた．???と?会
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???
話を?するんだったら男同士だし，相手のことも知っているからもう
少し話しやすかったかもしれない．?
?
協力者からの報告にあるようにここではカメラの存在が逸脱として留意されているが，あ
る程度は慣れによって潜在化していたようである．それよりは相手が誰なのかのほうが重
要であるという認識が示されていた．カメラが設置してあり時間が区切られていて自分た
ちのやりとりが録画されているという今回の調査場面の影響は無視できなかったにしても，
終始影響を与え続けていたわけではないようである．?
?
??????相手への話順譲渡?
ペアⅢ????????? の会話で，???が「どうですか」と質問をしたり，発話の終了部分に「～
です」を強く表示したりすることで明示的に相手に話順を譲渡する箇所が見られた．これ
は特にペアⅢに限ったものではなく他のペアでも見られたやりとりだが，???と ???の両者
への ???では今回の調査についての感想を聞いた中にこのやりとりについていつもと違う
と感じていたという報告があった：?
?
????? ??? はいつもは，相手に「どうですか」というように話を振ること
は少ない．?家では?お互いに勝手にしゃべっていることが多いから
変な感じがした．?
?
????? 会話の調査だと思ったから相手に話をふらないといけないと思っ
て「どうですか」ときいていた．普段はこんな風にはきかない．?
?
この報告については以下の文字化資料を見てみよう．?
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文字化資料? ?：ペアⅢ? ??? と ???の会話?
?? ?? ??? ?? ?? ??? ?? ?? ????? ????? ?? ?? ??? ?? ?? ??? ?? ??
? とにかく ?
カンフー やっぱり ????
映画
だいたい ┌??
好き └
? ～です
? ～です ?
+ ? へぇ
??
↑ ?┐ どうですか
・ ┘ 例えば
何
誰
俳優
映画
誰
好き
普通の ?
?
??
? +
まぁ
今度
見る
～したい
映画
???? ?? ??? ?? ?
??? ???
? ?? ??? ?? ???? ?
?日本語訳??
?????とにかくカンフー映画はだいたい好き．?
?????へぇ?
?????そっちはどう？例えば，何だろう好きな俳優の映画は？誰が好き？?
?????普通の？?
?????うん?
????? ?笑?まぁ，今度みたい映画は…?
?
文字化資料の最後に ??? が?????? ??から発話を開始しているが，??? にあったように，そ
の前の部分で ???が「そっちはどう？」から発話を開始していることを「変な感じがした」
と留意したためであると考えられる．?
?
??????音声の付加?
Ⅲ????????? の会話では，???に「手話だけではなく一緒に声を付ける」という行動がみら
れた．最後の ?分ほどは声が消え，文法的にも日本手話のものになっていることから，そ
れ以外の箇所では，使用言語として日本手話ではなく日本語対応手話ないし中間型手話が
選択されていたと考えられる．??? でこの部分について確認したところ次のような報告が
得られた：?
?
????? ?普段は声をださないけれど，調査だったから話している内容がわか
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らないといけないと思って声を付けていたけど，最後のほうで変わ
っているのはなんでだろう．とくに意識していなかったと思う．?
?
この報告からは，??? には「今私がしている会話は調査の一環だ」ということが強く留意
されていたことがわかる．その調整として声を付けるという行動が選択されていと考えら
れる．?
???が参加したペアは他に ???とのものがあるが，こちらの会話では開始から終了まで声
は付いておらず，日本手話が選択されていた．この点については次のように報告している：?
?
????? ? ???は????よりも付き合いの長い友達だからあまり?調査だと言うこ
とを?意識しないで話ができた．?中略???? とは家にいるときに話し
ているけれど，テーマを決めて話すようなことはないから余計に意
識してしまったかもしれない．?
?
ここでは ??? が調査場面を特別な場面として意識し，そういった場で音声を付加する，つ
まり日本語対応手話へのスイッチという調整を選択した点が興味深い．赤堀ら??????の調
査によれば，この傾向はろう児にも見られる．赤堀らはろう児が教室で人の前に立ってス
ピーチをする場面を扱っているが，普段は日本手話を使ってコミュニケーションを取って
いるろう児が「人前に立ってのスピーチ」というある特別な場面においては日本語対応手
話へスイッチする場合が多いことが報告されている．もちろん本稿の調査協力者は全員成
人であり，コードスイッチを意図的に行うことが経験的に可能になっているということも
ありうる．またすべての場合においてこの行動が見られるわけではないだろうし，そのき
っかけになっている要因も違うだろう．しかし，どちらもなんらかの留意が日本語対応手
話へのスイッチという言語行動の一因になっていることは間違いない．?
?
??????発話量の多寡?
これはペアⅠ?? ??????? とペアⅡ?? ??????? で特に顕著だったもので，いずれも ??? が参加
しており相手となる ??? と ??? の発話量が多かった．各ペアの参加者の発話時間をまとめ
たものを以下に示す．発話量は相手の発話や沈黙によって中断されていない一続きの発話
産出を時間で計測した．ペアⅡの収録時間が ??????なのに ??? と ??? の発話時間の合計が
これを超えているのは，両者の発話が重なっている時間があったためである．?
?
表? ?：ペアⅠとペアⅡでの発話量?時間??
???? 約 ?????? ???? 約 ??????
ペアⅠ?
最長時間? 約 ???? 最長時間? 約 ????
???? 約 ?????? ???? 約 ??????
ペアⅡ?
最長時間? 約 ???? 最長時間? 約 ????
?
表 ? をみると，まずペアⅠでは ??? と ??? の発話量には ? 分以上の差がある．また最長
接触場面と言語管理の学際的研究 
???
時間も ??? が ???，??? が ???となっており，??? が会話をリードしていたことが示されてい
る．ペアⅠ????????? の会話は好きな食べ物が話題になっており，???が自分の好きな食べ物
について話をした後に ??? に話順を渡す，というパターンが繰り返し出現していた．???
では発話量の多寡について ???が次のような報告をしている：?
?
????? ? ?? があまりしゃべらないので会話を盛り上げなくちゃいけないと
思って?たくさんしゃべった?．?
?
つまり，ペアⅠ?? ??????? の会話で ??? の発話量が多くなっていたのは，会話維持にとって
の「??? があまりしゃべらない」という逸脱を留意し，意識的に自分の発話量を多くする
という調整があったためであることがわかる．?
またペアⅡ?? ??????? の会話でも ??? が約 ?????なのに対して ??? は約 ?????とかなりの差
があり，また最長時間も ??? が約 ???，??? が約 ???となっていることから ??? の発話量が
非常に多くなっていたことが示されている．???からは次のような報告があった：?
?
????? ?この時は ???が初めて行くところ?テーマパーク?の話で，私は前にそ
こに行ったことがあったから説明しているのもあってたくさん話し
たと思うけど?中略?，普段も相手がしゃべらないと自分でどんどん
しゃべってしまうから，癖かもしれない．?
?
??? からの報告の通り，発話内容にはテーマパーク内の様子やイベントの内容，などが多
く盛り込まれており，話題がやりとりの内容に影響していたと考えられる．また ??? に対
する ???では，自身の発話量について以下のような報告があった：?
?
????? ?たぶん普段の会話でも聞き役に回りがちだと思う．この時?調査の
時?は自分があまりしゃべっていない感じはあまりしていなかった
けれど，?録画したものを?見てみるとぜんぜんしゃべってないです
ね．?
?
? 人の報告を総合すると，??? と ??? の発話量が多くなっていたのは，??? の「あまり自分
から発話をせずに聞き役に回りがち」だという普段からの様子と，??? の「会話を盛り上
げなくちゃいけないと思った」という意図，また ??? の「相手がしゃべらないと自分でど
んどんしゃべってしまう」という癖が向かうベクトルが一致したためであることがわかっ
た．ペアⅠとペアⅡでそれぞれがどの程度話していたのかには差が見られるものの，一方
の参加者の発話量が多いという表層的には同様の現象が発生している．しかし，ペアⅠで
???の発話量が多くなっていたのは言語管理プロセスによるもの，すなわち ???の意識的な
調整の結果であり，無意識的に発話量が増えていたペアⅡとは異なるものだということで
ある．?
?
日本手話会話調査場面における調査協力者の調整行動（菊地） 
???
???????から得られた調査へのフィードバック?
????では参加者への ??? でえられた報告から調査場面の影響が出ている，すなわち調査
場面であることが逸脱となり，調整行動につながったと考えられる言語管理プロセスの事
例を取り上げて解釈を試みてきた．ここでは，その事例を総合して考えた場合に調査とい
う特殊な場面をどのように考えるべきかについて検討してみたい．?
取り上げた事例に見られる特徴は次のように記述することができる．?
?
??? 参加者は調査場面自体を逸脱として留意していた?
??「調査だったから内容がわからないといけないと思った」????の ?????
??「調査協力が初めての経験で緊張してしまった」?協力者全員が感じていた
と ???で報告??
??? ??によって，やりとりが普段とは異なっている箇所がみられる?
?? ???????の会話で見られた「意識しすぎ」という指摘や「笑い」?
??音声の付加?
?? ???????の会話での ??? の普段とは違う話順譲渡?
??? 参加者は調査場面での逸脱に対して様々な調整を実施し，「会話の維持」という
目的に向かっている?
?
??? で得られた報告からわかるように，本稿で取り上げた事例は調査場面ないし調査デ
ザインに含まれる要素が大きく影響した結果あらわれた調整行動であると思われる．調査
協力者に場面に対する強い留意を抱かせてしまったという点で調査に問題があったことが
示唆されるが，場面への留意から生成されている様々な調整行動は，「会話を途切れさせな
いようにする」という ? つの目的に向かって収斂しているように思われる．例えば ??? が
意図的に発話量を増加させていたことや，???????の会話において ??? が相手の行動に留意
しながらも「意識しすぎ」と言ったり笑いを表出したりすることで何らかの反応を示し続
けていたことは，協力者が「調査場面における会話」をどのように捉えていたのかを反映
していると考えられるのではないだろうか，?
今回の調査で見られた調整行動の多くは「調査場面での会話である」ことが逸脱として
留意され，否定的に評価され，調整に至ったものだと考えられる．すでに述べたように，
これまでの研究ではこういった調査場面が影響したと考えられる行動を調査の手順を改善
することで回避する必要があると述べるにとどまるか，そもそも取り上げていない場合が
多い．例えば先行研究で取り上げた宮本・平川??????の研究では今後の調査課題として，調
査者が協力者へ場面説明をする際に相手によって違う説明になる場合があったことに触れ，
心理的影響を排除した実験環境を構築することがあげられていた．しかし調査そのものへ
の留意，あるいは相手との関係に対する留意はどのような場面でも起こる可能性がある．
また寺内・長嶋??????の研究では，実験的に話題転換時に頻繁に現れる「よびかけ」動作を
しないように協力者に依頼したところ会話が止まってしまう場面が見られたことから，「よ
びかけ」動作が話題転換にとって重要な要素になっている可能性を示唆している．確かに
「よびかけ」には話題転換時の重要な要素であるという面があるだろう．しかし調査者が
課した「よびかけ」の禁止という制約は，調査協力者とっては明らかに逸脱である．この
接触場面と言語管理の学際的研究 
???
逸脱に対処するために，いつもより慎重に話題転換のタイミングをはかったり，代替手段
を探したりしていた可能性は充分にあり得る．こういった可能性についても検討する必要
があるだろう．つまり会話が止まってしまったというプロダクトだけではなく協力者がと
った調整のプロセスを可視化していくことによって，これまでに展開されていた議論がよ
り説得力のあるものとして，参加者の意識をも含んだ総合的な言語行動の理解として展開
できるようになるのではないだろうか．?
調査協力者にとって不自然でない，できるだけ負担のかからない環境を用意することが
重要なのは間違いないが，彼らが何を逸脱として留意し，それをどのように評価し，調整
したのかという観点から調査を捉え直すことが必要になってくる．?
?
???まとめ?
最後にここまでの議論をまとめておきたい．本稿での議論は，直ちに調査デザインの改
善に結びつくようなものではなく，またそれを目的ともしてはいない．調査それ自体が ?
つの相互行為場面であることから出発し，そこで繰り広げられる調査協力者のやりとりを
言語管理という視点から捉えることが主眼であった．?
筆者自身の調査で見られた調査協力者の言語行動には調査場面自体が留意され，調整の
引き金になっていた事例が見られた．先行研究にはこのような調査協力者の調整行動を扱
わない，あるいは調整行動が起こりにくいセッティングをすることで抑制する傾向がある．
このことに対する批判的検討として本稿では言語管理理論や ???を理論的，方法論的枠組
に用いて，分析を進めてきた．調査協力者が調査場面という特殊な場面において何を逸脱
として留意し，どう調整していたのかについて検討することは，より説得力のある議論に
つながっていくはずである．?
?
?
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